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＜今週のトピックス＞ 
 

【タイ】バーツ高進行、中銀が注視 

（１） 2018 年末よりタイバーツの対米ドルレートが上昇傾向にあり、2月第 1週には 1米ドル＝

31 バーツ前半までバーツ高が進行。この動きを受け、タイ中央銀行（BOT）は金融政策委

員会（MPC）で、為替相場を注視する必要があると警戒感をにじませた。 

 

（２） BOT は、昨年 12 月に政策金利を 1.75%に引き上げたが、2月 6日の MPCでは、現在の金融

緩和政策は、経済成長の拡大と適切な物価上昇を促すことができるとし、金利の据え置き

を決定した。 

 

（３） 一方で、MPC の委員 7人のうち 2人は、金利を引き上げても経済成長は継続するとの見解

で、0.25%の引き上げに投票を行った。MPCは、外部要因による不透明感から、バーツ相場

は不安定な状態が続く可能性が高く、継続して為替の動向を注視する意向。 

 

【タイ】大気汚染が深刻化、最大 1,400 億円の経済損失 

（１） バンコクの大気汚染が深刻化しており、この状態が 3 か月にわたって長引いた場合、200

億～400 億バーツ（約 700 億～1,400 億円）の経済損失が発生するとの試算を、タイの大

学が発表した。 

 

（２） 最も影響を受けるのは観光産業とみられるが、マスクの購入や医療費などで国民の負担も

増し、国も各種対策に巨額の予算を拠出する必要に迫られる模様。既に、タイ政府は大気

汚染対策として建設工事の一時停止や、基準値を上回る排気ガスを出している車両の取り

締まりなどを実施している。 

 

【ミャンマー】地下銀行の違法送金、厳格処分へ 

（１） ミャンマー中央銀行は、「銀行を通じた送金額よりも、銀行以外の非公式送金システムを

通じた送金額がはるかに上回っている」と指摘し、違法送金に対して厳格な対応をとって

いくとした。 

 

（２） 中銀は 2か月以内に、公認両替商に送金ライセンスを付与し、地下銀行による非公式の外

貨流入を防ぐ方針。ライセンスの登録料は低く設定し、違法送金をした個人や、無許可で

送金業務を行った両替業などは厳しく処罰されるとみられている。 
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＜マーケット情報＞ 

【金利】                                                           （単位：％） 

タ イ 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

政策金利 １．７５０ １．７５０ １．７５０ １．７５０ １．７５０ 

MLR ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ ６．２５０ 

MOR ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ ７．１２５ 

イ ン ド ネ シ ア 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

政策金利 ６．０００ － ６．０００ ６．０００ ６．０００ 

《出所》 

・タイ  政策金利：Bank of Thailand、MLR（Minimum Lending Rate）・MOR（Minimum Overdraft Rate）：Bangkok Bank 

・インドネシア  政策金利：Bank Indonesia 

 

【為替】                                （単位：USD、JPY、EUR/1 Unit of Foreign Currency） 

対 USD レート 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

USD/JPY １０９．８５ １０９．８７ １０９．６７ １０９．９３ １０９．７５ 

USD/THB ３１．４８４０ ３１．４７５１ ３１．４０８５ ３１．４３３１ ３１．４９６４ 

USD/VND － － － － － 

USD/IDR １４，０４６ － １４，０１７ １４，０４８ １４，０６２ 

対 JPY レート 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

100JPY/THB ２８．９６１４ ２８．８５６１ ２８．８３８０ ２８．８３８２ ２８．９２０７ 

1JPY/VND － － － － － 

100JPY/IDR １２，８２３ － １２，７８１ １２，７９１ １２，８１５ 

対 EUR レート 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

EUR/JPY １２５．７１ １２５．５４ １２４．９２ １２４．８２ １２４．４９ 

EUR/THB ３６．２０９７ ３６．１４７２ ３５．９６２７ ３５．８３４８ ３５．８６２７ 

EUR/VND － － － － － 

EUR/IDR １６，０９６ － １５，９８６ １５，９５９ １５，９４２ 

《出所 JPY：Bank of Japan、THB：Bank of Thailand、VND：The State Bank of Vietnam、IDR：Bank Indonesia》 

 

【株価】 

タ イ 

 2/4（月） 2/5（火） 2/6（水） 2/7（木） 2/8（金） 

SET １，６５３．６２ １，６５３．０９ １，６５８．７１ １，６５３．１１ １，６５１．６８ 

《出所：SET（Stock Exchange of Thailand）》 
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＜見本市・展示会情報＞ 

【タイ】 

日程 イベント名 

3月 12日～3月 14日 CPhI South East Asia 2019 

3月 13日～3月 15日 VIV Asia 2019 

 

【ベトナム】 

日程 イベント名 

2月 28日～3月 2日 Automechanika Ho Chi Minh City 2019 （ホーチミン） 

3月 6日～3月 9日 VIFA-EXPO 2019 - Vietnam International Furniture & Home Accessories 

Fair 2019 （ホーチミン） 

3月 13日～3月 15日 HortEx Vietnam 2019 - 2nd International Exhibition & Conference for 

Horticultural and Floricultural Production and Processing Technology in 

Vietnam （ホーチミン） 

3月 19日～3月 21日 ProPak Vietnam 2019 （ホーチミン） 

3月 25日～3月 27日 HVACR Vietnam 2019 （ホーチミン） 

3月 27日～3月 29日 SHOP & STORE VIETNAM 2019 （ホーチミン） 

3月 27日～3月 29日 INMEX Vietnam 2019 （ホーチミン） 

 

【インドネシア】 

日程 イベント名 

3月 14日～3月 17日 MEGA BUILD2019 - The 16th Indonesian Dedicated Architecture, Interior 

Design & Building Exhibition and Conference 

3月 14日～3月 17日 Keramika 2019 - ASEAN didicated Ceramic event 

3 月 20日～3月 22日 INAPA JAKARTA 2019 - The 11th Indonesia International Trade Show for 

Automotive Industry 2019 

3月 20日～3月 22日 TYRE & RUBBER INDONESIA 2019 - The 8th Indonesia International 

Tyre,Rubber and Wheel Exhibition 2019 

3月 20日～3月 22日 Truck & Trailer Indonesia 2019 - The Indonesia International Truck, Trailer, 

Equipment and Parts 2019 

3月 20日～3月 22日 CeMAT Southeast Asia 2019 

3月 28日～3月 30日 INDO INTERTEX 2019 - 17th Indonesia International Textile and Garment 

Machinery & Accessories Exhibition 

 

以上 

 

本レポートは情報提供のみを目的として作成したものであり、何らかの行動を勧誘するものではありません。ご利用に関しては、すべて

お客さまご自身でご判断下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

本レポートは信頼できると思われる情報に基づいて作成していますが、当行はその正確性を保証するものではありません。 

本レポートのご利用によりお客さまがいかなる損失、損害を受けられても当行は一切の責任を負いません。 

本レポートはお客さま限りでご利用くださいますようお願い致します。 

 


